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中
越
地
区
公
民
館
職
員
研
修
会

が
、
８
月
22
日
㈭
に
魚
沼
市
中
央

公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
中

越
地
区
市
町
村
及
び
県
生
涯
学
習

推
進
課
の
担
当
職
員
等
40
名
が
参

加
し
、
12
時
30
分
か
ら
16
時
15
分

ま
で
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開　

会

　

中
越
地
区
公
民
館
連
絡
協
議
会

の
波
塚
一
朗
会
長
（
加
茂
市
公
民
館

長
）
か
ら
「
関
ブ
ロ
公
民
館
研
究
大

会
に
向
け
て
、
分
科
会
の
運
営
な

ど
に
中
越
地
区
で
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
今
日
は

効
果
的
な
チ
ラ
シ
作
り
に
つ
い
て

佐
藤
麻
記
子
さ
ん
か
ら
学
ば
せ
て

も
ら
い
た
い
。」
と
い
う
開
会
の
あ

い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

研
修
会

※ 

テ
ー
マ

　

 

「
目
を
惹
い
て
、

�

集
客
に
繋
げ
る
チ
ラ
シ
作
り
」

※ 

講　

師

　

 Satom
a　

PR
&
design

�

代
表　

佐
藤　

麻
記
子 

様

　

チ
ラ
シ
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト
や

効
果
的
な
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の
作

り
方
な
ど
集
客
に
繋
げ
る
チ
ラ
シ

づ
く
り
の
基
礎
を
学
び
、
各
班
で

実
際
に
チ
ラ
シ
作
り
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

　

９
月
26
日
㈭
に
関
川
村
で
下
越

地
区
公
民
館
職
員
研
修
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。（
参
加
者
18
名
）
前

半
は
、
せ
き
か
わ
ふ
れ
あ
い
ど
～

む
を
会
場
に
、
関
川
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
ク
ラ
ブ
の
安
久 

昭
男 

様
、
石

山 

キ
ン 

様
、
宮
島 

克
己 

様
を
講

師
に
迎
え
て
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
体

験
を
行
い
ま
し
た
。
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
の
種
類
や
、
登
る
コ
ツ
な
ど
を

面
白
お
か
し
く
教
え
て
い
た
だ
き
、

ク
ラ
イ
マ
ー
の
安
全
確
保
を
行
い

な
が
ら
、
優
し
く
お
声
が
け
も
い

た
だ
い
た
お
か
げ
で
、
完
登
す
る

参
加
者
も
現
れ
、
充
実
し
た
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

後
半
は
、
関
川
村
村
民
会
館
を

会
場
に
し
て
、
情
報
交
換
を
行
い

ま
し
た
。「
若
者
（
高
校
生
以
上
）

の
公
民
館
事
業
へ
の
関
わ
り
に
つ

い
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
市
町
村
の

抱
え
る
現
状
や
課
題
、
個
々
の
悩

令
和
６
年
度

令
和
６
年
度    

中
越
地
区
公
民
館
職
員
研
修
会
開
催

中
越
地
区
公
民
館
職
員
研
修
会
開
催

令
和
６
年
度

令
和
６
年
度    

下
越
地
区
公
民
館
職
員
研
修
会
開
催

下
越
地
区
公
民
館
職
員
研
修
会
開
催

み
な
ど
を
出

し
合
い
な
が

ら
、
こ
れ
か

ら
の
公
民
館

の
在
り
方
に

つ
い
て
情
報

交
換
を
行
う

こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
参

加
者
か
ら
も

「
他
地
区
の

皆
さ
ん
の
意

見
を
聞
け
て

良
か
っ
た
」、

「
こ
れ
か
ら

の
事
業
作
り

や
公
民
館
運
営
に
役
に
立
っ
た
」

等
の
声
が
寄
せ
ら
れ
好
評
で
し
た
。

　

閉
会
後
に
は
自
由
参
加
で
し
た

が
、
国
重
要
文
化
財　

渡
邉
邸
を

見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
当
時
の

ま
ま
の
造
り
と
生
活
の
知
恵
に
当

時
の
生
活
が
想
像
さ
れ
る
と
と
も

に
、
職
員
に
よ
る
様
々
な
工
夫
も

垣
間
見
ら
れ
、
昔
と
現
代
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。

ト
ピ
ッ
ク
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス  

そ
の
そ
の
❶❶

開会のあいさつ
波塚一朗中公連会長

各班でチラシ作りに挑戦

クライミング体験（完登者も） 「若者の関わり」をテーマに情報交換

各班の作品を講師が評価

幹事の県教委、湯沢町、
魚沼市、南魚沼市の皆さん

講師
佐藤　麻記子 様
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関
東
甲
信
越
静
公
民
館
研
究
大
会

関
東
甲
信
越
静
公
民
館
研
究
大
会  

新
潟
大
会

新
潟
大
会

受　付
全体会
　アトラクション
　開会行事
 （１）開会のことば
 （２）国歌斉唱
 （３）来賓紹介
 （４）主催者あいさつ 公益社団法人全国公民館連合会会長
 関東甲信越静公民館連絡協議会会長
 （５）祝　辞 文部科学省　総合教育政策局 地域学習推進課
  　　　　　　　　　　　課長補佐
 新潟県教育委員会教育長
 （６）歓迎のことば 上越市長 
 （７）祝電披露
 （８）表彰式 公益社団法人全国公民館連合会表彰
 関東甲信越静公民館連絡協議会表彰
 （９）公民館の歌斉唱
基調講演、トークセッション
　講　演　　長澤 成次 氏
　　　　　　演題：「公民館のチカラ～未来につなぐ、未来をつくる公民館～」
　トークセッション　　長澤 成次 さん　×　角野 仁美 さん　×　司山 園美 さん
　　　　　　　　　　  「私からつくる私たちの未来の公民館」
閉会行事
 （１）大会アピール
 （２）大会旗引継ぎ 新潟県公民館連合会会長
 埼玉県公民館連絡協議会会長
 （３）次期開催県あいさつ 埼玉県公民館連絡協議会会長
 （４）事務連絡
 （５）閉会のことば
情報交換会

分科会
　受　付
　分科会
　閉　会

12：00～

13：00～13：20
13：25～14：15

中西　　彰
長谷川明寿

榎木　奨悟
佐野　哲郎
中川　幹太

14：20～16：10

 

16：15～16：30

長谷川明寿
久保田秀至
久保田秀至

18：30～20：30

  9：00～
  9：30～12：00
12：00～12：10

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

日 程 及び 次 第

第１日　令和6年11月7日（木）

第２日　令和6年11月8日（金）

ごあいさつ

第46回全国公民館研究集会、第64回関東甲信越静公民館研究大会新潟大会
を開催するにあたり主催者の一員としてごあいさつ申し上げます。また、同時開催
となりました第74回新潟県公民館大会の開催を心よりお慶び申し上げます。
まずは、全国各地からご参加いただいたみなさまに心から感謝申し上げます。

みなさまの熱意とご支援により、ここ新潟の地でこのような意義深い大会を開催
できることを大変嬉しく思っております。
さて、長らく続いたコロナ禍も医療現場や高齢者関連施設では細心の注意を

払って運営していますが、日常の生活では公民館活動を含めて、活気を取り戻し
つつあります。コロナ禍の数年間で失われたものも少なくありません。今後の地域
社会の健全な発展のためには、地域のつながりや日常の交流が途絶えがちだった
期間への修復が必要であり、その再構築にはまだ時間と努力が必要です。
公民館は、生涯学習や住民自治といった重要な理念のもと、地域づくりと人づく

りの中核を担ってきました。その歴史は、地域住民や公民館関係者のみなさまの
たゆまぬ努力に支えられてきたものであり、その築き上げたものは大きな財産と
して現在の私たちに受け継がれてきました。
その過程では、多くの人々が当たり前のように共有していたことが失われたり、当

時では考えもしなかった価値観が一般化したりするなど、社会の大きな変化があり
ました。その都度、私たちはよりよい社会を目指して柔軟に対応してきました。ひと
つだけ確かなのは、社会は前に進んできたということです。そしてこれからも前に
進むということです。昔のような濃密な関係は望めないかもしれませんが、分断を
防ぎ、一部の人にしわ寄せがいかないような良好で円滑な関係性を新たな価値と
して洗練していくことが必要と考えています。社会教育の価値を高めて、社会教育
が目指す先を見据えた充実した公民館活動を目指し、私達は努力を重ねます。
これからの地域社会、ひいては日本社会の未来を切り拓くためには、公民館は

多くの関係機関や関係者とより一層積極的に連携・協働し、新しい時代に適応し
た地域づくり・人づくりを展開していかなければなりません。厳しい状況下にお
いても、公民館が創意工夫を凝らし、新しい時代の公民館活動を推進することが
期待されます。そのためには、日頃から公民館活動にご理解とご支援を頂戴し
ているみなさまにも、公民館で推進する社会教育活動をより発展させるために、大
きな導きをいただきたくお願い申し上げます。
本大会に参加されたみなさまが、ここで得た知識や経験を持ち帰り、それぞれ

の地域で活かしていただければ、公民館は地域の人々の絆を強め、かけがえの
ない拠り所となり、公民館が地域社会に果たす役割は、ますます重要となっていく
ことでしょう。
最後に、開催に向けてご尽力なさってきた地元新潟県をはじめとした多くのみな

さまに深く感謝申し上げます。また、本日お集まりのみなさまの今後のますますの
ご発展とご活躍をお祈り申し上げ、ご挨拶とさせていただきます。

公民館活動の再構築をめざそう

会長　中　西　　彰
公益社団法人全国公民館連合会
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基調講演

「公民館のチカラ 
　～未来につなぐ、未来をつくる公民館～」
千葉大学名誉教授　長 澤  成 次 氏

1951年東京都北区生まれ。千葉大学教育学部・名古屋大学大学院教育学
研究科博士課程を経て、千葉大学教育学部教授、千葉大学理事、社会教育
推進全国協議会委員長、「月刊社会教育」編集長、日本社会教育学会会
長、放送大学千葉学習センター所長などを歴任。現在、東京都国立市・東京
都小平市・千葉県成田市公民館運営審議会委員、市川市社会教育委員、うら
やす市民大学学長など。編著に『公民館で学ぶ』シリーズⅠ～Ⅵ（国土社刊、
1998年～2023年）、著書に『公民館はだれのもの』Ⅰ・Ⅱ（自治体研究社刊、
2016年・2019年）などがある。

1994年岐阜県生まれ。新潟大学教育学部社会教育専攻卒業。認定キャリ
ア教育コーディネーター。大学時代より、子ども、若者と地域社会をつなぎ、
学びをつくる教育ファシリテーターとして多様な学校現場に関わる。
現在は探究的な学習のデザインやコミュニティスクールを核とした協働によ

る学び、地域づくりの推進に取り組む。

プロフィール

講師

演題

トークセッション

「私からつくる私たちの未来の公民館」
長澤 成次 さん × 角野 仁美 さん × 司山 園美 さん

NPO法人
みらいずworks

新潟県上越市生まれ。コンセプトユニットLOVE-ISMの中心として、司会・
パーソナリティーを始め、イベント企画・運営など県内外で活動中。青年育成
を目的にした舞台制作を行う、創作表現集団D-Soulの代表も務める。
近年は、大学で学んできた地域教育、生涯学習の分野を活かし、学・社・

民連携のための事業にも取り組む。新潟市中央公民館運営審議会委員、新
潟市社会教育委員。

プロフィール

プロフィール

新潟市地域教育
コーディネーター

角野 仁美 さん

司山 園美 さん

15：20　司山 園美さんによるプレゼン
15：25　角野 仁美さんによるプレゼン
15：30　トークセッション ～気になる話題を深堀り～
15：55　感想共有タイム
16：00　感想発表
16：05　まとめ

タイムテーブル

MEMO

11月７日（木） 14：20～15：10

11月７日（木） 15：20～16：10

14 15
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11
月
７
日
㈭
に
全
体
会
が
上
越
文
化
会
館
で
、
８
日
㈮
に
分
科
会
が

直
江
津
学
び
の
交
流
館
、
上
越
市
春
日
謙
信
交
流
館
、
上
越
文
化
会
館
、

リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
上
越
、
高
田
城
址
公
園
オ
ー
レ
ン
プ
ラ
ザ
で
開
催

さ
れ
ま
す
。
２
日
間
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
全
体
会
で
の
講
演
会
・

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
講
師
、
分
科
会
の
テ
ー
マ
、
発
表
者
、
助
言
者
、

参
加
者
数
な
ど
の
情
報
を
掲
載
し
ま
す
。

ト
ピ
ッ
ク
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス  

そ
の
そ
の
❷❷

情
報
情
報
11
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分科会発表者一覧表 分科会助言者プロフィール

新潟県公立学校教諭、教頭、校長、新潟県立教育センター指導主事、上越
市教育委員会勤務後に早期退職して上越教育大学教授、教職大学院教授
（プログラミング教育領域）。専門は情報教育、国語教育、学校経営。2021年
に大学を退職。文部科学省学校DX戦略アドバイザー。

石野 正彦 氏（文部科学省学校DX戦略アドバイザー）

小学校教員、社会教育士 H26～28 生涯学習推進センター社会教育主事、
Ｒ元～Ｒ3 教育庁下越教育事務所社会教育課副参事、Ｒ4 村上市立瀬波小学
校長、Ｒ5～ 現職
専門分野：情報教育、趣味：サウナ

若月 隆雄 氏（新潟県立生涯学習推進センター次長）

教育行政学を専門とし、個別の学校課題にとどまらず、地域の教育ビジョン
を描き出す力量の形成をいかに図っていくべきかを主な研究テーマとしてい
る。現代の自治体教育政策に関連して、住民参加や教育ガバナンスの調査研
究を行っているほか、いじめ・生徒指導研究研修センターも兼務している。

辻村 貴洋 氏（上越教育大学准教授）

新潟市中央公民館運営審議会議長・社会教育委員会議議長、新潟県地域
家庭教育推進協議会副議長等歴任。文部科学省令和2年度社会教育功労者
表彰。現在、新潟市ユネスコ協会会長、新潟市立内野中学校学校運営協議会
会長等。著書『学校の安全・地域の安心～地域学校協働活動と生涯学習が
守る～』（新潟日報事業社2022）

雲尾 周 氏（新潟大学教職大学院教授）

1951年東京都北区生まれ。千葉大学教育学部教授、「月刊社会教育」編集
長、日本社会教育学会会長などを歴任。現在、東京都国立市・小平市、千葉県
成田市公民館運営審議会委員。編著に『公民館で学ぶ』シリーズⅠ～Ⅵ（国土
社刊、1998年～2023年）、著書に『公民館はだれのもの』Ⅰ・Ⅱ（自治体研究
社刊、2016年・2019年）などがある。

長澤 成次 氏（千葉大学名誉教授）

1

2

3

4

5

分科会名 担当都県
発表者

氏　名 所属・役職 所属・役職
助言者

ＩＣＴと公民館

人口減少社会
における公民館

学校と公民館

これからの
公民館

ひとづくり・地域
づくりと公民館

高崎市久留馬公民館
次長

村上市中央公民館 
主任

弥彦村公民館 館長

御代田町公民館 館長
御代田町公民館 主事

宇都宮市清原
生涯学習センター 専任

和光市中央公民館　
館長

相模原市立
星が丘公民館 館長代理
星が丘公民館　主事

国分寺市立並木公民館
事業係

甲州市塩山西公民館
館長

袖ヶ浦市根形公民館
主任主事

文部科学省学校
ＤＸ戦略アドバ
イザー

新潟県立
生涯学習
推進センター次長

千葉大学
名誉教授

新潟大学教職
大学院教授

上越教育大学
准教授

群馬県

新潟県

長野県

新潟県

栃木県

埼玉県

神奈川県

東京都

山梨県

千葉県

清水 成信
叶　 裕佳

髙橋 　浩
坂庭 　京

大村 政彦

藤井 悠介

堀　 隆行

遠藤 敦子

長峰 淳二

加藤 友志

中村 正彦

小倉 康嗣

氏　名

石野 正彦

若月 隆雄

辻村 貴洋

雲尾 　周

長澤 成次

20 21

※�

6
ペ
ー
ジ
に
新
潟
大
会
情
報
2
と
し
て
、
分
科
会

助
言
者
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
と
大
会
参
加
者
数
の 

概
要
が
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

ＩＣＴと公民館

ＩＣＴを活用し
た公民館をテー
マに、新たなア
イデアや活動に
ついて考えます。

学校と公民館

学校と公民館と
の現状を踏まえ、
これからの関わ
り方や活動につ
いて考えます。

人口減少社会に
おける公民館

人口減少社会の
状況だからこ
そ、公民館でで
きることは何か
を考えます。

これからの
公民館

コミセン化、人
権教育や多様化
への取り組みな
ど公民館の様々
な課題や在り方
を考えます。

ひとづくり・地域
づくりと公民館

公民館に集う人
と人、人と地域
の関係性の中で、
若者などのチカ
ラを生かした地
域づくりについ
て考えます。

公民館総合補償制度 公益社団法人  全国公民館連合会

この制度は公益社団法人全国公民館連合会の団体制度です。市町村の公民館および自治公民館、また公民館に準ずるものとして
全公連が加入を認めたその他の施設等は名称を問わずご加入いただけます。

３つの補償で公民館活動をサポートします。３つの補償で公民館活動をサポートします。 補償範囲や対象者が広い制度です。

年1回の手続きで安心です。

掛金には割引制度もあります。

1. 行事傷害補償
全公連見舞金制度

＋災害補償保険（公民館災害
補償特約、熱中症危険補償特約）

2. 賠償責任補償
賠償責任保険（施設所有
管理者特約、昇降機特約）

3. 職員災害補償
全公連見舞金制度＋傷害総合保険
【就業中のみの危険補償特約、
入院保険金支払限度日数変更特約
（支払限度日数180日）】

■取扱代理店

■引受保険会社

＊このご案内は、本制度の概要を説明したものです。詳細については取扱代理店または引受保険会社までお問い合わせください。

（お問い合わせ・
資料請求先）

エコー総合補償サービス株式会社 〒101-0047 東京都千代田区内神田2-6-9
TEL : 0120 -636 -717（通話料無料） FAX : 0120 -226 -916（通話料無料）

公務文教営業部　文教室
〒160-8338 東京都新宿区西新宿1-26-1 TEL 03-3349-4679（受付時間:平日9:00から17:00まで）

（受付時間:平日9:15から17:00まで）

損害保険ジャパン株式会社
（SJ23-13019）2024年1月15日作成［2401K-○295］
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涯
学
習
を
完
全
に
分
け
て
考
え
る

の
は
難
し
く
、
む
し
ろ
切
り
離
せ

な
い
部
分
の
方
が
多
い
と
感
じ
ま

す
。
こ
の
２
つ
が
連
携
す
る
こ
と

で
、
学
び
の
循
環
が
始
ま
り
ま
す
。

Public

（
公
民
館
）
とPersonal

（
生
涯
学
習
）
が
一
体
と
な
っ
た
答

え
は
ま
だ
見
え
て
い
ま
せ
ん
が
、

一
緒
に
な
っ
た
ら
「
何
」
に
な
る

の
か
、
今
後
に
注
目
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

り
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
、
公
民
館
と
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
の
違
い
っ
て
、
皆
さ

ん
は
す
ぐ
に
説
明
で
き
ま
す
か
？

　

私
は
、
両
者
を
考
え
る
上
で

「Public

」
と
「Personal
」
と

い
う
視
点
の
違
い
が
あ
る
の
で
は

と
感
じ
て
い
ま
す
。
公
民
館
は
地

域
に
向
け
た
公
共
の
場
と
し
て
の

役
割
が
強
く
、生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

は
個
人
の
学
び
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

場
で
す
。
同
じ
教
育
の
土
俵
で
働

い
て
い
る
た
め
、
社
会
教
育
と
生

　

新
潟
市
は
令
和
６
年
４
月
に
組

織
改
編
が
行
わ
れ
、
中
央
公
民
館

と
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
が
一
つ
に

な
り
ま
し
た
。「
ク
ロ
ス
パ
ル
に
い

が
た
」
と
い
う
建
物
に
、
別
組
織

で
機
能
し
た
両
者
で
す
が
、
今
回

の
改
編
で
職
員
は
両
方
を
兼
務
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
が

結
構
大
変
で
、
あ
る
時
は
社
会
教

育
、
ま
た
別
の
時
は
生
涯
学
習
と
、

「
今
ど
ち
ら
の
仕
事
を
し
て
い
る
の

だ
ろ
う
？
」
と
切
り
替
え
が
う
ま

く
で
き
な
く
て
戸
惑
う
こ
と
が
あ

「Public+Personalの
答えは「ナニ」？」

新潟市中央公民館　主幹　片桐　康正

何
工
程
も
辿
っ
た
作
品
は
、
窯
出

し
の
時
に
、
高
揚
感
と
愛
着
を
も

た
ら
し
て
く
れ
ま
す
。
思
い
通
り

で
は
な
い
作
品
も
、
誰
か
の
特
別

に
繋
が
っ
た
り
…
。
正
確
さ
が
溢

れ
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
歪
さ
や
不

完
全
さ
の
中
に
、
愛
し
さ
を
感
じ

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

体
験
教
室
か
ら
入
会
の
私
で
す

が
、
温
か
い
歓
迎
と
仲
間
の
優
し

さ
で
、
今
が
あ
り
、
公
民
館
が
あ

る
か
ら
こ
そ
の
活
動
に
感
謝
す
る

ば
か
り
で
す
。
幸
せ
な
楽
し
い
木

曜
日
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
名
古
屋
唯 

記
）

動
中
の
、
ゆ
き
つ
ば
き
会
で
す
が
、

初
心
者
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
、
ど

な
た
も
教
え
合
い
、
熟
議
し
、
助

け
合
う
仲
間
の
人
柄
が
、
何
よ
り

会
の
魅
力
と
感
じ
て
い
ま
す
。
窯

入
れ
の
際
に
、
全
員
で
柏
手
を
打

ち
、
青
海
神
社
の
神
様
に
「
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
!!
」
と
窯
の
安

全
を
お
祈
り
す
る
場
面
も
、
私
の

大
好
き
な
一
時
で
す
。

　

幼
少
期
に
泥
遊
び
や
粘
土
遊
び

の
経
験
は
、
ど
な
た
も
あ
る
か
と

思
い
ま
す
。
陶
芸
は
セ
ラ
ピ
ー
や

リ
ハ
ビ
リ
に
も
活
用
さ
れ
る
程
に

心
身
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
、
精
神
統
一

に
も
似
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

映
し
鏡
の
様
に
試
行
錯
誤
し
て
、

土
に
恋
し
て

—

陶
芸
が
繋
ぐ
人
と
時
間 —

�

ゆ
き
つ
ば
き
会
（
陶
芸
）

�

（
加
茂
市
）

　

毎
週
木
曜
日
、
創
作
室
へ
向

か
う
と
、
会
員
の
朗
ら
か
な
声

が
響
き
ま
す
。
現
在
９
名
で
活

　

※�

掲
載
の
写
真
は
、
今
夏
に
ク
ロ
ス
パ
ル

に
い
が
た
で
行
っ
た
イ
ベ
ン
ト
で
筆
者

が
犯
人
役
と
し
て
手
配
さ
れ
た
写
真
で

す
。
こ
れ
も
一
つ
の
連
携
で
す
。

作品を前に全員集合

製作活動の様子
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は
じ
め
に

　

阿
賀
町
公
民
館
で
は
、
生
涯
学
習
の
一
環
と
し
て
、
ふ
る

さ
と
「
阿
賀
」
の
歴
史
・
文
化
・
自
然
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ

て
い
る
人
や
こ
れ
か
ら
学
習
し
た
い
と
い
う
人
に
「
阿
賀
」

に
つ
い
て
の
理
解
・
教
養
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、『
阿
賀
ふ

る
さ
と
カ
レ
ッ
ジ
（
ふ
る
さ
と
発
見
教
室
・
あ
が
歴
史
教
室
）』

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

事
業
概
要

　

阿
賀
ふ
る
さ
と
カ
レ
ッ
ジ
の
内
容
は
、
ふ
る
さ
と
発
見
教

室
を
全
３
回
・
あ
が
歴
史
教
室
を
全
３
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

教
室
内
容
に
つ
い
て
は
、
町
文
化
協
会
加
盟
団
体
で
あ
る

阿
賀
路
の
会
と
連
携
し
、
阿
賀
町
の
歴
史
・
文
化
・
自
然
に

つ
い
て
解
説
で
き
る
講
師
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、
よ
り
充
実

し
た
内
容
と
な
る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　
「
ふ
る
さ
と
発
見
教
室
」
は
現
地
を
訪
れ
、
実
際
に
見
て
学

ぶ
講
座
で
、「
あ
が
歴
史
教
室
」
は
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
講
師

の
解
説
を
座
学
で
学
ぶ
講
座
で
す
。

教
室
の
様
子

　

ふ
る
さ
と
発
見
教
室
第
一
回
は
、
当
町
職
員
（
学
芸
員
）

が
講
師
を
つ
と
め
、
阿
賀
町
に
あ
る
縄
文
時
代
の
遺
跡
や
出

土
品
に
触
れ
る
企
画
『
第
三
弾
』
と
い
う
こ
と
で
午
前
は
、

国
指
定
史
跡
の
小
瀬
ケ
沢
洞
窟
と
室
谷
洞
窟
を
訪
れ
、
な
ぜ

阿
賀
町
に
は
重
要
な
洞
窟
遺
跡
が
い
く
つ
も
あ
る
の
か
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
し
た
。
午
後
は
、
町
郷
土
資
料
館
に
て
、

阿
賀
ふ
る
さ
と
カ
レ
ッ
ジ「
発
見
教
室
」

�

阿
賀
町
公
民
館

実
物
の
縄
文
土
器
の
文
様
を
拓
本
で
写
し
取
る
実
習
を
行

い
、
文
様
の
面
白
さ
や
土
器
の
研
究
方
法
に
つ
い
て
楽
し

く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。【
参
加
者:

現
地
研
修
十
九

名
・
拓
本
体
験
十
五
名
】

教
室
を
振
り
返
っ
て

　

今
年
度
も
ふ
る
さ
と
発
見
教
室
・ 

あ
が
歴
史
教
室
と
も
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
発
見
教
室
（
第
一
回
）
で
国

指
定
史
跡
で
あ
る
室
谷
洞
窟
・
小
瀬
ケ
沢
洞
窟
の
現
地
を
見

学
し
、
発
見
教
室
（
第
三
回
）
で
は
、
長
岡
市
立
科
学
博
物

館
に
行
き
、
室
谷
洞
窟
・
小
瀬
ケ
沢
洞
窟
遺
跡
か
ら
の
出
土

品
（【
土
器
・
石
器
】
を
見
学
し
、
解
説
を
聞
き
ま
し
た
。
小

瀬
ケ
沢
洞
窟
か
ら
の
出
土
品
は
一
三
五
〇
点
が
重
要
文
化
財

の
指
定
を
受
け
て
お
り
縄
文
時
代
草
創
期
の
様
相
を
知
る
う

え
で
貴
重
な
資
料
で
あ
る
と
い
う
事
を
改
め
て
学
習
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
に
つ
い
て

　

こ
の
阿
賀
ふ
る
さ
と
カ
レ
ッ
ジ
【
発
見
教
室
・
歴
史
教
室
】
は
、

阿
賀
町
合
併
以
前
（
旧
津
川
町
）
時
代
か
ら
続
い
て
い
る
事
業

で
す
。
今
後
も
継
続
し
て
教
室
を
開
催
し
、
郷
土
の
魅
力
を
再

発
見
し
、
町
の
歴
史
や
文
化
等
に
さ
ら
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら

え
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。�

阿
賀
町
公
民
館　

長
谷
川
千
江

新潟県立歴史博物館
「縄文人の世界、縄文文化を

探るコーナ―」

阿賀町の室谷洞窟・小瀬ケ沢洞窟出土品展示見学
《長岡市立科学博物館にて》

馬高縄文館
【火焔土器ミュージアム】

室谷・小瀬ケ沢洞窟現地

《土器拓本体験会》

【令和６年度阿賀ふるさとカレッジ参加者募集チラシ】

「見て触れて、阿賀町の縄文文化をまるごと楽しむ会part3」
ふるさと発見教室①
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　今年度は関ブロ公民館大会の準備にてんてこ舞い毎日が続いています。県公連事務局ばかりでな
く、上越市を中心として上越地域３市の皆様は、すべての担当分野に関わり大変なことと心から感
謝しております。また、中越地域の皆様には分科会の運営を、下越地域及び新潟市の皆様には全体
会の受付業務を、それぞれ担当していただきます。新潟県公民館連合会のすべての皆様に衷心より
御礼を申し上げます。関ブロ公民館大会が成功することを願い、最後の準備に一丸となって当たっ
てまいりましょう。� （五井）

分科会発表者一覧表 分科会助言者プロフィール

新潟県公立学校教諭、教頭、校長、新潟県立教育センター指導主事、上越
市教育委員会勤務後に早期退職して上越教育大学教授、教職大学院教授
（プログラミング教育領域）。専門は情報教育、国語教育、学校経営。2021年
に大学を退職。文部科学省学校DX戦略アドバイザー。

石野 正彦 氏（文部科学省学校DX戦略アドバイザー）

小学校教員、社会教育士 H26～28 生涯学習推進センター社会教育主事、
Ｒ元～Ｒ3 教育庁下越教育事務所社会教育課副参事、Ｒ4 村上市立瀬波小学
校長、Ｒ5～ 現職
専門分野：情報教育、趣味：サウナ

若月 隆雄 氏（新潟県立生涯学習推進センター次長）

教育行政学を専門とし、個別の学校課題にとどまらず、地域の教育ビジョン
を描き出す力量の形成をいかに図っていくべきかを主な研究テーマとしてい
る。現代の自治体教育政策に関連して、住民参加や教育ガバナンスの調査研
究を行っているほか、いじめ・生徒指導研究研修センターも兼務している。

辻村 貴洋 氏（上越教育大学准教授）

新潟市中央公民館運営審議会議長・社会教育委員会議議長、新潟県地域
家庭教育推進協議会副議長等歴任。文部科学省令和2年度社会教育功労者
表彰。現在、新潟市ユネスコ協会会長、新潟市立内野中学校学校運営協議会
会長等。著書『学校の安全・地域の安心～地域学校協働活動と生涯学習が
守る～』（新潟日報事業社2022）

雲尾 周 氏（新潟大学教職大学院教授）

1951年東京都北区生まれ。千葉大学教育学部教授、「月刊社会教育」編集
長、日本社会教育学会会長などを歴任。現在、東京都国立市・小平市、千葉県
成田市公民館運営審議会委員。編著に『公民館で学ぶ』シリーズⅠ～Ⅵ（国土
社刊、1998年～2023年）、著書に『公民館はだれのもの』Ⅰ・Ⅱ（自治体研究
社刊、2016年・2019年）などがある。

長澤 成次 氏（千葉大学名誉教授）
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分科会名 担当都県
発表者

氏　名 所属・役職 所属・役職
助言者

ＩＣＴと公民館

人口減少社会
における公民館

学校と公民館

これからの
公民館

ひとづくり・地域
づくりと公民館

高崎市久留馬公民館
次長

村上市中央公民館 
主任

弥彦村公民館 館長

御代田町公民館 館長
御代田町公民館 主事

宇都宮市清原
生涯学習センター 専任

和光市中央公民館　
館長

相模原市立
星が丘公民館 館長代理
星が丘公民館　主事

国分寺市立並木公民館
事業係

甲州市塩山西公民館
館長

袖ヶ浦市根形公民館
主任主事

文部科学省学校
ＤＸ戦略アドバ
イザー

新潟県立
生涯学習
推進センター次長

千葉大学
名誉教授

新潟大学教職
大学院教授

上越教育大学
准教授

群馬県

新潟県

長野県

新潟県

栃木県

埼玉県

神奈川県

東京都

山梨県

千葉県

清水 成信
叶　 裕佳

髙橋 　浩
坂庭 　京

大村 政彦

藤井 悠介

堀　 隆行

遠藤 敦子

長峰 淳二

加藤 友志

中村 正彦

小倉 康嗣

氏　名

石野 正彦

若月 隆雄

辻村 貴洋

雲尾 　周

長澤 成次
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関東甲信越静公民館研究大会 新潟大会関東甲信越静公民館研究大会 新潟大会

大会参加数の概要 (10月15日現在)

１　参加者数　533名
　　（�来賓、講師・助言者・全公連関係者
　　 16名を除く）
　①　新潟県内参加者数　328名
　　　　上越地域　	 156名
　　　　中越地域　	 110名
　　　　下越地域及び新潟市	 62名
　②　新潟県外参加者数　205名
　　　　長野県	 74名　 神奈川県	 15名
　　　　埼玉県	 25名　 群馬県	 14名
　　　　山梨県	 21名　 千葉県	 11名
　　　　沖縄県	 20名　 栃木県	 4名
　　　　東京都	 18名　 茨城県	 3名
２　全体会参加者数　502名
３　分科会参加者数　378名
　　（第１分科会　34名、第２分科会　84名
　　 第３分科会　77名、第４分科会　54名
　　 第５分科会　130名）
４　情報交換会参加者数　166名
５　お弁当申し込み者数　315名
６　日本旅行取扱宿泊者数　138名
７　大会冊子への広告協賛　

57の企業・団体の皆様

多くの皆様のご参加やご協力に
深く感謝申し上げます。

情報情報 22




